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1. 自然環境復元学会 第 23 回全国大会のご報告          
           法人会員（エスペックミック㈱）、学会事務局  吉野 知明 

       

ビオトープだより第 27 号 

 

会員・BA より ビオトープに関する情報を提供します。 

特定非営利活動法人 

日本ビオトープ協会 

2023 年 4 月 3 日発行 

https://www.biotope.gr.jp/ 

 

日時：2023 年（令和 5 年）2 月 17 日（金）10:00～17:45 

会場：日本大学理工学部/オンライン開催 

主催：自然環境復元学会 

後援：特定非営利活動法人 日本ビオトープ協会 

 

2023 年 2 月 17 日（金）に、第 23 回全国大会が開催されました。 

研究発表会では、中高生を含む若手発表 11 題、一般発表 10 題の研究発表と特別講演が企画され、

熱気のある議論が交わされました。 

今回は、日本大学理工学部での開催に加え、新型コロナウィルス感染症対策として Zoom を用いたオ

ンライン発表・聴講も併設いたしました。発表者と聴講者をあわせて 100 名以上の皆様にご参加いただ

きました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今大会では、3 年ぶりに特別講演が企画されました。 

本学会の原慶太郎理事をモデレーターとして、常葉大学大学院環境防災研究科・社会環境学部准教授

の浅見佳世氏から、「OECM を自然環境の保全と復元に役立てる」と題した、特別講演をいただきまし

た。当学会にとっても関係の深い OECM（Other Effective area based Conservation Measures: 保

護地域以外で生物多様性の保全に資する地域）というテーマについて、会場からも活発な質疑が寄せら

れました。 

3年ぶりに、対面での開催となりました 

 

モデレーター原理事による進行 

 

浅見佳世氏の講演 

 

研究発表会の様子 
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若手研究者（35 歳以下）の優秀な発表に贈られる「若手優秀発表賞」には、東京情報大学大学院の

大垣岳斗（おおがき やまと）さん（題目：津波攪乱跡地と盛土におけるクロマツの樹高と植生指数の

UAV による測定）が選ばれました。 

 

また「特別賞」として、明治学園中学校の鬼束桂子・定野華絵・ファウラー姫瑠さん（題目：ジャン

ボタニシの液肥化）、明治学園高等学校の岡本ひかり・坂岡百合香さん（題目：外来植物「カミヤツデ」

～分布と発芽特性～）、同じく都留凛太郎・福永翼・寺岡宜軌・内藤圭祐・定永京悟さん（題名：昆虫

食は外来生物問題も解決する！？）に授与されました。受賞された皆様おめでとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昼休みには、総会とともに、鈴木邦雄先生（現 自然環境復元学会名誉会長）の退任セレモニーを執

り行いました。自然環境復元学会が発足した 2009 年 12 月から 2022 年 3 月までの 12 年以上にわ

たって学会長を務められたことに感謝を伝えるとともに、今後も学会後進へのご指導をお願いいたしま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生、高校生、大学生・大学院生、専門家、研究者、市民団体・行政機関メンバーなど、世代や業

種・立場を超えた多様な参加者により活発な大会となりました。 

発表いただいた皆様、ご参加いただいた皆様に厚くお礼申し上げます。 

 

自然環境復元学会 WEB ページ https://blog.canpan.info/gakkai/ 

 

 

鈴木邦雄先生 学会長退任セレモニー 

明治学園高等学校 

特別賞の感想をいただきました 
若手優秀発表賞の授与 

左：大垣岳斗さん（東京情報大学大学院）

  

左：学会長 平吹喜彦先生 

右：名誉会長 鈴木邦雄先生 
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2. 泉舘山高校の構内の池の再生（ビオトープ化）の取り組み 
               北海道・東北地区委員長・主席 BA、㈱エコリス  佐竹一秀 

        
 

 

宮城県の泉舘山高等学校の敷地内に小さな池があり、総合科学部の生徒さん達が今年度からビオト

ープづくりに取り組むとの話がありました。取り組みが仙台市の支援事業である[環境社会実験]未来

プロジェクト in 仙台で取り上げられ、3月に今年度の最終報告会が行われました。その間 7 月に現地

アドバイス、2 月に結果報告会に向けてのアドバイス等を行いましたので概略報告いたします。 

 

◆生徒たちの思い 

・入学時に汚れている池があることを知りビオトープ化を決意 

・市街地にある学校なので自然に触れあう機会も少ない、環境教育に利用できる 

・まずは泥上げによる水質改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆現状（7月の状況） 

・スイレン、オオカナダモが繁茂 

・水の供給源は雨水のみ                

・底泥に落ち葉等の堆積あり 

 

◆実施内容・アドバイス等 

・水の確保の検討（雨水の活用） 

・生物種の確認、記録 

・狭いながらも多様性の確保（植物繁茂・解放水面） 

・水質の簡易測定 

・カエルの産卵場所 

           

◆まとめ 

・水質に大きな変化なし 

・生物の継続調査は必須 

・カエルはどこから来る 

・環境教育での利活用の検討 

・来年度にさらに期待したい 

写真 池の遠景 

写真 池の全景（コンクリート製 約 6m×3ｍ：スイレンが繁茂） 

写真 現地確認（7/28） 

写真 報告会に向けてのアドバイス

（2/7） 

写真 最終発表会 

（3/4：仙台国際センター） 


